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登下校時刻および自動車での送迎について（お願い） 

 

 仲秋の候、日頃は、本校の教育活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。 

 さて、登校時刻や登下校時の自動車での送迎については 4月にも協力の依頼をしており

ますが、学年の後期にあたり、あらためてお願いをさせていただきます。 

つきましては、下記の確認とご協力をいただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 登下校の時刻について 

８：００～８：２０までの間に学校に着くように指導しております。 

   ８：００に昇降口を開けますので、時間を守っていただきますようお願いします。 

 

２ 児童の登下校について  

児童の登下校は、原則徒歩でするよう家庭でのご指導・ご協力をお願いします。 

ただし、足のけがなどにより歩くことが難しかったり、通院後に登校したりする場 

合など、やむをえない理由があるときはこの限りではありません。 

 

３ 児童の送迎について 

学校内への自動車の乗り入れは、原則禁止です。また、近隣住民の方にもご迷惑とな

りますので、学校周辺での児童の待機もご遠慮願います。 

駐車場への自動車の出入りや学校周辺への駐車による児童との接触事故防止のため、

ご理解とご協力をお願いします。 

ただし、足のけがで歩いて登下校できない場合など、やむをえない理由があるときは

この限りではありません。 

 

 

 

＜この件に関する問合せ先＞ 

担当 教頭 高津幸男 

電話 0569-22-8777 



※参考資料 

第九節 停車及び駐車  

（停車及び駐車を禁止する場所）  

第四十四条  車両は、道路標識等により停車及び駐車が禁止されている道路の部分及び次に掲

げるその他の道路の部分においては、法令の規定若しくは警察官の命令により、又は危険を防

止するため一時停止する場合のほか、停車し、又は駐車してはならない。ただし、乗合自動車又

はトロリーバスが、その属する運行系統に係る停留所又は停留場において、乗客の乗降のため

停車するとき、又は運行時間を調整するため駐車するときは、この限りでない。  

一  交差点、横断歩道、自転車横断帯、踏切、軌道敷内、坂の頂上付近、勾配の急な坂又はトン

ネル  

二  交差点の側端又は道路のまがりかどから五メートル以内の部分  

三  横断歩道又は自転車横断帯の前後の側端からそれぞれ前後に五メートル以内の部分  

四  安全地帯が設けられている道路の当該安全地帯の左側の部分及び当該部分の前後の側端

からそれぞれ前後に十メートル以内の部分  

五  乗合自動車の停留所又はトロリーバス若しくは路面電車の停留場を表示する標示柱又は標

示板が設けられている位置から十メートル以内の部分（当該停留所又は停留場に係る運行系統

に属する乗合自動車、トロリーバス又は路面電車の運行時間中に限る。）  

六  踏切の前後の側端からそれぞれ前後に十メートル以内の部分 

   （罰則 第百十九条の二第一項第一号、同条第二項、第百十九条の三第一項第一号、同条

第二項）  

（駐車を禁止する場所）  

第四十五条  車両は、道路標識等により駐車が禁止されている道路の部分及び次に掲げるその

他の道路の部分においては、駐車してはならない。ただし、公安委員会の定めるところにより警

察署長の許可を受けたときは、この限りでない。  

一  人の乗降、貨物の積卸し、駐車又は自動車の格納若しくは修理のため道路外に設けられた施

設又は場所の道路に接する自動車用の出入口から三メートル以内の部分  

二  道路工事が行なわれている場合における当該工事区域の側端から五メートル以内の部分  

三  消防用機械器具の置場若しくは消防用防火水槽の側端又はこれらの道路に接する出入口か

ら五メートル以内の部分  

四  消火栓、指定消防水利の標識が設けられている位置又は消防用防火水槽の吸水口若しくは

吸管投入孔から五メートル以内の部分  

五  火災報知機から一メートル以内の部分  

２  車両は、第四十七条第二項又は第三項の規定により駐車する場合に当該車両の右側の道路

上に三・五メートル（道路標識等により距離が指定されているときは、その距離）以上の余地がな

いこととなる場所においては、駐車してはならない。ただし、貨物の積卸しを行なう場合で運転者

がその車両を離れないとき、若しくは運転者がその車両を離れたが直ちに運転に従事することが

できる状態にあるとき、又は傷病者の救護のためやむを得ないときは、この限りでない。  

３  公安委員会が交通がひんぱんでないと認めて指定した区域においては、前項本文の規定は、

適用しない。 

   （罰則 第一項及び第二項については第百十九条の二第一項第一号、同条第二項、第百

十九条の三第一項第一号、同条第二項）  

（高齢運転者等標章自動車の停車又は駐車の特例）  

第四十五条の二  次の各号のいずれかに該当する者（以下この項及び次項において「高齢運転

者等」という。）が運転する普通自動車（当該高齢運転者等が内閣府令で定めるところによりその



者の住所地を管轄する公安委員会に届出をしたものに限る。）であつて、当該高齢運転者等が

同項の規定により交付を受けた高齢運転者等標章をその停車又は駐車をしている間前面の見

やすい箇所に掲示したもの（以下「高齢運転者等標章自動車」という。）は、第四十四条の規定に

よる停車及び駐車を禁止する道路の部分又は前条第一項の規定による駐車を禁止する道路の

部分の全部又は一部について、道路標識等により停車又は駐車をすることができることとされて

いるときは、これらの規定にかかわらず、停車し、又は駐車することができる。  

一  第七十一条の五第二項に規定する普通自動車対応免許（以下この条において単に「普通自

動車対応免許」という。）を受けた者で七十歳以上のもの  

二  第七十一条の六第一項又は第二項に規定する者  

三  前二号に掲げるもののほか、普通自動車対応免許を受けた者で、妊娠その他の事由により

身体の機能に制限があることからその者の運転する普通自動車が停車又は駐車をすることがで

きる場所について特に配慮する必要があるものとして政令で定めるもの  

２  公安委員会は、高齢運転者等に対し、その申請により、その者が前項の届出に係る普通自動

車の運転をする高齢運転者等であることを示す高齢運転者等標章を交付するものとする。  

３  高齢運転者等標章の交付を受けた者は、当該高齢運転者等標章を亡失し、滅失し、汚損し、

又は破損したときは、その者の住所地を管轄する公安委員会に高齢運転者等標章の再交付を

申請することができる。  

４  高齢運転者等標章の交付を受けた者は、普通自動車対応免許が取り消され、又は失効したと

き、第一項第三号に規定する事由がなくなつたときその他内閣府令で定める事由が生じたとき

は、速やかに、当該高齢運転者等標章をその者の住所地を管轄する公安委員会に返納しなけ

ればならない。  

５  前三項に定めるもののほか、高齢運転者等標章について必要な事項は、内閣府令で定める。 

（罰則 第四項については第百二十一条第一項第九号）  

（停車又は駐車を禁止する場所の特例）  

第四十六条  前条第一項に規定するもののほか、車両は、第四十四条又は第四十五条第一項の

規定による停車及び駐車を禁止する道路の部分又は駐車を禁止する道路の部分の一部につい

て、道路標識等により停車又は駐車をすることができることとされているときは、これらの規定に

かかわらず、停車し、又は駐車することができる。  

（停車又は駐車の方法）  

第四十七条  車両は、人の乗降又は貨物の積卸しのため停車するときは、できる限り道路の左側

端に沿い、かつ、他の交通の妨害とならないようにしなければならない。  

２  車両は、駐車するときは、道路の左側端に沿い、かつ、他の交通の妨害とならないようにしな

ければならない。  

３  車両は、車道の左側端に接して路側帯（当該路側帯における停車及び駐車を禁止することを

表示する道路標示によつて区画されたもの及び政令で定めるものを除く。）が設けられている場

所において、停車し、又は駐車するときは、前二項の規定にかかわらず、政令で定めるところに

より、当該路側帯に入り、かつ、他の交通の妨害とならないようにしなければならない。 

   （罰則 第一項については第百十九条の三第一項第四号 第二項及び第三項については

第百十九条の二第一項第二号、第百十九条の三第一項第四号）  

（停車又は駐車の方法の特例）  

第四十八条  車両は、道路標識等により停車又は駐車の方法が指定されているときは、前条の規

定にかかわらず、当該方法によつて停車し、又は駐車しなければならない。 

   （罰則 第百十九条の二第一項第一号、同条第二項、第百十九条の三第一項第一号、同条

第二項）  


